
 

 

 

 

 

平成 27 年度 台湾ジュニア交流事業 

（12 月 25 日～29 日） 

実 施 報 告 書 

  



 

 

  



 

 

 

目   次 

 
１．総括 ３頁 
２．参加者名簿 ５頁 
３．旅程表 ６頁 
４．練習内容及び試合結果 ７頁 
５．現地の環境  
 １）宿泊施設 １５頁 
 ２）食事 １５頁 
 ３）移動 １５頁 
 ４）言語や文化 １６頁 
 ５）練習環境 １６頁 
 ６）その他 １６頁 
６．台湾選手及び指導者との交流 １７頁 
７．次年度実施に向けた改善点 １７頁 

  

- 1 -



 

 

  

- 2 -



 

１．総括 
北海道バドミントン協会として実施する初めての海外交流事業を、大きな事故もなく無事に終

えることができた。約2か月前から指導者（引率者）が定期的に集まり、事前の準備に努めるとと
もに、お互いにコミュニケーションを図れたことが成功の一つの要因である。選手 16 名に対して 4 名
の指導者体制を敷くことは大変手厚く、選手の様子やゲーム内容をしっかりと把握することができた。
また、現地での生活や移動等を考えると、このような海外交流事業に慣れるまでは、今回の指導
者体制（人数）が望ましい。 

台湾選手のレベルはチーム（学校）により異なるものの、大同中学・高校の選手は今回参加
した北海道の選手と同等以上の力がある。どの選手も重心が低く安定した動きが確立されており、
体幹がしっかりしていることから、身体のブレが少ないためショットも安定している。また、一つひとつの
ショットが力強く、特にダブルスにおいてはレシーブの堅さもあり、北海道の選手とはレベルの差がある
ように感じた。 

     実質 3 日間の練習で、一人当たり 8 試合前後を行った。ゲーム内容も良く点数も競っている
が、あと 1 点が取れずに負けてしまう試合が多かった。北海道の選手は、点数が欲しい場面になる
と焦ってしまい、それがミスを誘発して失点することが多いが、台湾の選手はミスをせず、しっかりとラリ
ーができる。また、ゲームの流れを掴み状況に応じて対応してくるのに対し、北海道の選手は単調
なプレーでなかなか点数が取れない。これは大同中学・高校のコーチからも指摘されたことだが、状
況に応じて対応することができておらず、台湾の選手よりも経験が不足している。 

日本では試合中に声を出したりガッツポーズをして、覇気のあるプレーをする選手が多いが、台
湾の選手にはそのよう
な選手は少なく、淡々
とプレーする。北海道
の選手は台湾の選手
のそのようなスタイルに
合わせてしまい、本来
の自分のスタイルを出
せずにいた。3 日目の
最終日には改善が見
られたが、どこでやっても
どんな状況においても、
自らのスタイルを貫く姿
勢が必要である。 

今回の海外交流事業の実施に際し、中華全民羽球發展協會會長の吳俊彥氏を始め、副會
長の賴聯旺氏など協会関係者には多大なご協力をいただいた。北海道選手団を温かく迎え入れ
ていただき、とても良好な関係の中で本事業が実施できたと感じている。また、台北桃園空港に到
着してから、通訳の余明珠氏が朝から晩までつきっきりで行動をともにし、コーディネートしてくれたお
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かげで何不自由なく過ごすことができた。練習時には通訳の謝卉俐氏が、相手チームとの交渉・調
整をしてくれたうえ、試合の進行役も務めてくれた。この2名の協力があったからこそ、遠征を無事に
終え、充実したものにできたと大変感謝している。 

今後は、今回参加した選手がどのような成果を挙げるか、観察していく必要がある。時期を見計
らって参加メンバーを招集し、成長度合いを確かめるような機会を設けたい。また、本事業をきっか
けとして、中学・高校のカテゴリのみならず、大学・社会人へも範囲を広げ、海外に目を向けた強化
事業の実施を検討すべきである。このような海外交流事業を今後も継続して実施し、北海道のバ
ドミントンの発展とレベル向上を図っていかなければならない。 
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２．参加者名簿
区分 氏名 性別 学年 所属名 備考

河崎　正紀
KAWASAKI MASANORI

谷浦　隆
TANIURA TAKASHI

大島　健史
OSHIMA TAKEFUMI

三上　裕司
MIKAMI YUJI

吉田　仁
YOSHIDA JIN

石田　圭大
ISHIDA KEIDAI

大滝聖矢
OHTAKI SEIYA

宇高　友輔
UTAKA YUSUKE

及川　きらり
OIKAWA KIRARI

遠藤　真彦
ENDOH MASAHIKO

山田　瑛乃
YAMADA AKINO

古屋　郁衣
FURUYA IKUE

伊藤　佳織
ITO KAORI
榎本　凪歩

ENOMOTO NAGIHO
秦野　陸

HATANO RIKU
林　寿輝弥

HAYASHI JUKIYA
渡邊　昂進

WATANABE KOHSHIN
池田　智哉

IKEDA TOMOYA
中田　千沙妃

NAKATA CHISAKI
鈴木　理子

SUZUKI RIKO
高橋　沙弥

TAKAHASHI SAYA
佐藤　凜佳

SATOH RINKA

団　長 男 北海道バドミントン協会

副　団　長 男 北海道バドミントン協会

高校コーチ 男 札幌龍谷高等学校 北海道協会選手強化委員

高校コーチ 男 苫小牧駒澤大学 北海道協会選手強化委員

中学コーチ 男 モア・スポーツ北海道 北海道協会選手強化委員

中学コーチ 男 江別市立中央中学校 北海道協会選手強化委員

高　校　生 男 2 札幌龍谷高等学校

高　校　生 男 2 札幌龍谷高等学校

高　校　生 男 1 札幌龍谷高等学校

高　校　生 男 2 旭川実業高等学校

高　校　生 女 2 とわの森三愛高等学校

高　校　生 女 2 とわの森三愛高等学校

高　校　生 女 2 とわの森三愛高等学校

高　校　生 女 2 旭川実業高等学校

中　学　生 男 2 帯広市立第一中学校 U-15

中　学　生 男 2 札幌市立北野中学校

中　学　生 男 2 旭川市立東明中学校

中　学　生 男 2 札幌市立羊ヶ丘中学校

中　学　生 女 2 旭川市立東明中学校

中　学　生 女 2 旭川市立東明中学校

中　学　生 女 2 札幌市立柏丘中学校

中　学　生 女 2 壮瞥町立壮瞥中学校
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３．旅程表

朝 昼 夜

1 12/25
（金）

新千歳空港

新千歳空港

台北桃園空港

台北市

11:00
12:00
13:00
14:20

18:05
18:30
19:00
19:30
21:30
22:30

CI131便

貸切バス

徒歩
徒歩

新千歳空港１F　ANA団体出発ロビー　集合、(両替）
搭乗手続・手荷物預け
出国審査
チャイナエアライン

台北桃園空港到着　入国審査
空港からホテルに移動
ホテルチェックイン、荷物を預け歓迎会会場へ移動
レストランで歓迎会（好記レストラン）
歓迎会終了、ホテルに戻る、ミーティング
就寝

― 各
自

歓
迎
会
（
レ
ス
ト
ラ
ン
）

2 12/26
（土） 台北市

6:00
7:00
8:30
9:00

17:00
18:00

21:00
22:00

起床
朝食
徒歩

徒歩

ホテル
徒歩で体育館に移動（大同高校）
交流練習会開始（大同高校高校生・中学生）

練習終了、徒歩でホテルに戻る
夕食
翌日準備
ミーティング
就寝

ホ
テ
ル

体
育
館
で
お
弁
当

ホ
テ
ル
（
予
定
）

3 12/27
（日） 台北市

6:00
7:00
8:30
9:00

17:00
18:00

21:00
22:00

起床
朝食
タクシー

タクシー

ホテル
ホテルよりタクシーで体育館に移動（体育館未定）
交流練習会開始

練習終了、タクシーでホテルに戻る
夕食
翌日準備
ミーティング
就寝

ホ
テ
ル

体
育
館
で
お
弁
当

ホ
テ
ル
（
予
定
）

4 12/28
（月） 台北市

6:00
7:00
8:00
9:00

17:00
18:00

21:00
22:00

起床
朝食
タクシー

タクシー

ホテル
ホテルよりタクシーで体育館に移動（台北市体育館）
交流練習会開始（大同高校・中山中学校）

練習終了、タクシーでホテルに戻る
レストランで歓送会（兄弟大飯店）
翌日準備
ミーティング
就寝

ホ
テ
ル

体
育
館
で
お
弁
当

歓
送
会
（
レ
ス
ト
ラ
ン
）

5 12/29
（火）

ホテル

台北桃園空港

新千歳空港

5:30

6:30
8:35

13:15

貸切バス

CI130便

ホテルチェックアウト、貸切バスにて空港に移動
朝食（お弁当）
搭乗手続・手荷物預け・出国審査
チャイナエアライン

新千歳空港到着、解散

お
弁
当

― ―

宿泊ホテル　台北市内
地区名 住所

※当初の旅程表であるため、実際のスケジュールとは若干異なる。

食　　事

宿泊日 ホテル名 電話番号

12/25～4泊 台北市 第一大飯店
（ファーストホテル） 台北市南京東路　2段63号 886-2-

25418234

月　日 地区名 現地時間 交通手段 行程

- 6 -



４．練習内容及び試合結果

■１日目
■平成27年12月26日（土）8:45～17:40 ■大同中学・高校体育館

■練習内容 ■参加学校
午前（8:45～11:00） 　大同中学校・高校
１．フリーアップ
２．基本ストローク
３．基本練習
午後（13:00～17:40）
１．開始式
２．2015世界ジュニア選手権大会金メダリスト　呂家弘（Lu Chia-hung）との模擬試合
３．ゲーム練習

■試合結果
【高校生の部】
〔男子ダブルス〕

大滝聖矢 0 15 － 21 2 盧震 大滝聖矢 0 9 － 21 2 蘇力偉
宇高友輔 14 － 21 林聖傑 宇高友輔 15 － 21 葉宏蔚

－ －

〔男子シングルス〕
遠藤真彦 0 22 － 22 2 陳敬崴 及川きらり 1 22 － 20 1 朱柏印

10 － 21 19 － 21
－ －

大滝聖矢 1 23 － 25 1 吴國偉 宇高友輔 1 10 － 21 1 陳敬崴
21 － 8 21 － 19

－ －

遠藤真彦 0 22 － 24 2 朱柏印 及川きらり 2 21 － 14 0 吴國偉
17 － 21 21 － 18

－ －

遠藤真彦 1 21 － 15 1 林聖傑 及川きらり 0 15 － 21 2 盧震
20 － 22 17 － 21

－ －

〔女子ダブルス〕
山田瑛乃 0 16 － 21 2 李子晴 山田瑛乃 2 21 － 14 0 陳奕游
古屋郁衣 7 － 21 鄧淳薫 古屋郁衣 22 － 20 孫姣沛

－ －

〔女子シングルス〕
伊藤佳織 1 16 － 21 1 黄映瑄 榎本凪歩 1 18 － 21 1 施念恩

21 － 18 21 － 16
－ －

伊藤佳織 0 12 － 21 2 謝羽盈 榎本凪歩 1 21 － 18 1 黄映瑄
8 － 21 15 － 21

－ －
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【中学生の部】
〔男子ダブルス〕

林寿輝弥 0 15 － 21 2 陳子睿 秦野陸 1 21 － 23 1 魏俊緯
池田智哉 9 － 21 吴冠勳 渡邊昂進 21 － 16 吴軒毅

－ －

〔男子シングルス〕
秦野陸 1 16 － 21 1 江振華 林寿輝弥 1 14 － 21 1 林冠廷

21 － 19 21 － 18
－ －

渡邊昂進 0 8 － 21 2 蘇力揚 池田智哉 0 22 － 24 2 江振華
15 － 21 10 － 21

－ －

秦野陸 1 21 － 19 1 林冠廷 林寿輝弥 0 9 － 21 2 蘇力揚
14 － 21 17 － 21

－ －

渡邊昂進 1 14 － 21 1 江振華 池田智哉 0 12 － 21 2 林冠廷
21 － 15 10 － 21

－ －

〔女子ダブルス〕
中田千沙妃 0 13 － 21 2 王信雱
高橋沙弥 17 － 21 陳邡竹

－

〔女子シングルス〕
中田千沙妃 1 21 － 16 1 郭晏綺 高橋沙弥 2 21 － 14 0 吴杰蓉

17 － 21 21 － 10
－ －

佐藤凜佳 1 18 － 21 1 林子妧 鈴木理子 0 16 － 21 2 郭晏綺
21 － 18 7 － 21

－ －

中田千沙妃 2 21 － 15 0 吴杰蓉 高橋沙弥 2 21 － 8 0 林子妧
21 － 10 21 － 18

－ －

佐藤凜佳 0 11 － 21 2 郭晏綺 鈴木理子 0 18 － 21 2 吴杰蓉
10 － 21 10 － 21

－ －

■練習内容及び試合結果に係る所感
①午前中はゲーム練習を行わず、北海道の選手のみで基本練習を行った。昨日の移動の影響もあり、全体的にあ
　まり動きが良くないため、午後からのゲーム練習に向けてノックを中心に行い、動ける身体の準備をした。
②大同中学・高校も同時間にパターン練習を行っていた。印象的だったのは、いくつかのパターン練習を何度も繰り返
　し行っていた点である。シンプルな内容であったが、身体に覚えこませるように繰り返し行うことで、動きやショットの安
　定性を身につけているように感じた。
③ゲームの内容としては、相手チームの雰囲気にのまれていて、本来の自分の力を発揮できていない選手が多く見ら
　れた。台湾の選手は、声を出したりガッツポーズをすることがほとんどないため、そのスタイルに合わせてしまい、北海道
　で戦う時のような、覇気のあるプレーができていなかった。
④動きやショットの安定感は、台湾選手の方が一枚上手である。特にダブルスにおいてはレベルの差を感じた。レシー
　ブの堅さやショットの強さにおいて、北海道の選手は力不足である。
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■２日目
■平成27年12月27日（日）9:00～17:00 ■（午前）成淵中学・高校体育館

■（午後）大同中学・高校体育館

■練習内容 ■参加学校
午前（9:00～12:10） 　（午前）成淵中学校・高校
１．開始式 　（午後）大同中学校・高校
２．フリーアップ
３．ゲーム練習
午後（14:20～17:00）
１．フリーアップ
２．基本練習（中学生は一部ゲーム練習）

■試合結果（午前）
【高校生の部】
〔男子ダブルス〕

大滝聖矢 2 21 － 15 0 呂楷豪 遠藤真彦 2 21 － 17 0 王柏揚
宇高友輔 23 － 21 李政杰 及川きらり 21 － 12 李坤騰

－ －

〔男子シングルス〕
大滝聖矢 2 21 － 17 0 李駚名 遠藤真彦 2 21 － 15 0 柯良彦

21 － 12 21 － 13
－ －

及川きらり 2 21 － 11 0 陳正軒 宇高友輔 1 21 － 18 1 郭致宇
21 － 19 18 － 21

－ －

〔女子シングルス〕
伊藤佳織 0 12 － 21 2 施博漸 榎本凪歩 0 10 － 21 2 陳漠庭

17 － 21 19 － 21
－ －

山田瑛乃 1 21 － 18 1 賴禹丞 古屋郁衣 0 16 － 21 2 郭致宇
18 － 21 10 － 21

－ －

【中学生の部】
〔男子シングルス〕

秦野陸 2 21 － 12 0 林聖祐 林寿輝弥 2 21 － 7 0 曽泓翔
21 － 18 21 － 14

－ －

渡邊昂進 1 14 － 21 1 方品介 池田智哉 2 21 － 17 0 陳少綦
21 － 14 27 － 25

－ －

〔女子シングルス〕
中田千沙妃 2 21 － 18 0 廖家輝 高橋沙弥 1 22 － 24 1 高忻緯

21 － 17 21 － 11
－ －

佐藤凜佳 1 21 － 16 1 李竧丞 鈴木理子 1 21 － 12 1 蔣予倫
19 － 21 17 － 21

－ －
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■試合結果（午後）
【中学生の部】
〔男子ダブルス〕

秦野陸 2 21 － 18 0 林毓桐 林寿輝弥 2 21 － 12 0 林毓桐
渡邊昂進 21 － 11 胡佑齊 池田智哉 22 － 20 胡佑齊

－ －

〔男子シングルス〕
秦野陸 2 21 － 8 0 林毓桐 林寿輝弥 2 21 － 7 0 胡佑齊

21 － 6 21 － 13
－ －

渡邊昂進 2 21 － 6 0 林毓桐 池田智哉 2 21 － 12 0 胡佑齊
21 － 16 21 － 14

－ －

〔女子シングルス〕
中田千沙妃 2 21 － 10 0 廖子菱 鈴木理子 2 21 － 12 0 廖子菱

21 － 7 21 － 10
－ －

高橋沙弥 2 21 － 6 0 廖子菱
21 － 9

－

■練習内容及び試合結果に係る所感
①午前中のゲーム練習では、初日の反省点を踏まえ、相手チームの雰囲気にのまれないよう、いつもの自分のスタイ
　ルを心がけるようにした。
②相手チームが男子のみの参加だったため、女子も男子との対戦になった。前日のチームよりも若干レベルが低かった
　こともあり、勝てる試合が多かった。女子においては、男子の力のあるショットやスピーディーな展開にもくらいついてい
　き、内容としては良かった。
③午後からは基本練習をすることとなり、前日及び午前中のゲーム内容で修正すべき点を中心にノックやパターン練
　習を行った。最終日のゲーム練習に向けて、良い準備ができた。
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■３日目
■平成27年12月28日（月）9:00～16:50 ■台北体育館

■練習内容 ■参加学校
午前（9:00～12:10） 　（午前）中山中学校、基隆高校
１．フリーアップ 　（午後）大同中学校・高校、長春小学校、香港チーム
２．開始式
３．ゲーム練習
午後（13:30～16:50）
１．開始式
２．ゲーム練習

■試合結果（午前）
【高校生の部】
〔男子ダブルス〕

遠藤真彦 0 8 － 21 2 王景頡
及川きらり 15 － 21 郭定淵

－

〔男子シングルス〕
大滝聖矢 2 19 － 21 1 趙宥凱 遠藤真彦 0 15 － 21 2 楊子珩

21 － 17 16 － 21
21 － 10 －

及川きらり 1 21 － 19 2 羅允琦 宇高友輔 0 22 － 24 2 趙宥凱
14 － 21 17 － 21
9 － 21 －

大滝聖矢 1 21 － 19 2 楊子珩 遠藤真彦 2 21 － 15 1 羅允琦
19 － 21 14 － 21
16 － 21 21 － 13

宇高友輔 1 21 － 17 2 羅允琦
14 － 21
11 － 21

〔女子ダブルス〕
山田瑛乃 2 17 － 21 1 江依樺
古屋郁衣 21 － 16 張慈符

26 － 24

〔女子シングルス〕
伊藤佳織 2 22 － 20 0 吴亮儀 榎本凪歩 2 21 － 9 0 陳亭妤

21 － 12 22 － 20
－ －

伊藤佳織 2 21 － 15 0 魏婉亦 山田瑛乃 2 21 － 8 0 許秝楹
22 － 20 21 － 6

－ －

古屋郁衣 2 21 － 13 1 丁雅芸 榎本凪歩 2 21 － 19 0 王思敏
17 － 21 21 － 10
23 － 21 －
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【中学生の部】
〔男子ダブルス〕

秦野陸 1 11 － 21 2 許正其 林寿輝弥 2 21 － 14 0 林士涵
渡邊昂進 21 － 12 方柏淳 池田智哉 21 － 15 黄宇軒

15 － 21 －

〔男子シングルス〕
秦野陸 1 16 － 21 2 黄子耀 林寿輝弥 2 17 － 21 1 林育德

22 － 20 21 － 12
17 － 21 21 － 13

渡邊昂進 2 21 － 12 1 王靖硯 池田智哉 2 21 － 17 0 李浚瑋
16 － 21 21 － 18
21 － 19 －

林寿輝弥 2 21 － 12 0 陳品文
21 － 15

－

〔女子ダブルス〕
中田千沙妃 2 21 － 18 0 張珈瑄
高橋沙弥 21 － 19 廖沛泱

－

〔女子シングルス〕
中田千沙妃 2 21 － 10 0 丁雅芸 高橋沙弥 2 21 － 9 1 許秝楹

21 － 11 14 － 21
－ 21 － 12

鈴木理子 2 17 － 21 1 陳柔慈 佐藤凜佳 0 11 － 21 2 王思敏
21 － 8 19 － 21
21 － 13 －

高橋沙弥 1 21 － 14 2 陳亭妤 鈴木理子 2 21 － 14 1 陳柔慈
16 － 21 14 － 21
17 － 21 21 － 14

■試合結果（午後）
【高校生の部】
〔男子ダブルス〕

大滝聖矢 2 21 － 17 1 吴宗擇 遠藤真彦 0 21 － 23 2 游盛博
宇高友輔 16 － 21 邱郁閎 及川きらり 18 － 21 蘇力揚

21 － 19 －

大滝聖矢 2 17 － 21 1 楊洋
宇高友輔 21 － 15 蘇力揚

21 － 16

〔男子シングルス〕
遠藤真彦 2 21 － 19 1 楊洋 及川きらり 1 14 － 21 2 蘇力揚

17 － 21 21 － 14
21 － 16 11 － 21
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〔女子ダブルス〕
山田瑛乃 1 21 － 11 2 吴燕如 山田瑛乃 2 21 － 19 1 汙妟君
古屋郁衣 18 － 21 林子湞 古屋郁衣 17 － 21 林湘緹

15 － 21 21 － 13

〔女子シングルス〕
伊藤佳織 0 19 － 21 2 林湘緹 榎本凪歩 0 18 － 21 2 汙妟君

22 － 24 16 － 21
－ －

伊藤佳織 2 21 － 18 0 許家寧 榎本凪歩 0 10 － 21 2 林湘緹
21 － 16 14 － 21

－ －

【中学生の部】
〔男子ダブルス〕

秦野陸 2 12 － 21 1 劉廣珩 林寿輝弥 1 21 － 18 2 林毓桐
渡邊昂進 21 － 13 胡佑齊 池田智哉 17 － 21 劉民峰

21 － 15 18 － 21

〔男子シングルス〕
秦野陸 2 21 － 19 0 黄郁豈 渡邊昂進 1 21 － 23 2 劉子瑜

21 － 16 21 － 19
－ 19 － 21

池田智哉 2 20 － 22 1 許喆宇 秦野陸 2 19 － 21 1 劉子瑜
21 － 13 21 － 10
21 － 12 23 － 21

林寿輝弥 2 21 － 10 0 許喆宇 渡邊昂進 1 21 － 11 2 黄郁豈
21 － 15 14 － 21

－ 15 － 21

池田智哉 1 21 － 18 1 劉子瑜
19 － 21

－

〔女子ダブルス〕
鈴木理子 2 18 － 21 1 廖子菱 中田千沙妃 2 21 － 17 0 林若珩
佐藤凜佳 21 － 17 頼子或 高橋沙弥 21 － 8 頼慶卉

21 － 19 －

〔女子シングルス〕
中田千沙妃 2 21 － 13 0 黄瀞平 高橋沙弥 2 19 － 21 1 蔡幸芸

21 － 11 21 － 13
－ 21 － 14

鈴木理子 1 21 － 18 2 郭卉欣 佐藤凜佳 0 16 － 21 2 黄瀞平
24 － 26 18 － 21
20 － 22 －

中田千沙妃 2 21 － 9 0 蔡幸芸 高橋沙弥 2 21 － 6 0 郭卉欣
21 － 5 21 － 5

－ －
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鈴木理子 2 21 － 19 0 林芷君 佐藤凜佳 2 23 － 21 0 吴孟真
21 － 13 21 － 18

－ －

■練習内容及び試合結果に係る所感
①最終日のゲーム練習は、勝っても負けても結果を受け止め、自分の力量を知って帰るためにファイナル有りで行っ
　た。3日目で環境に慣れてきたことや、2日間の経験から、どこに注意して戦わなければいけないかを理解し始めて
　きた感じがあり、内容的にも競り合えるようになってきて、苦しみながらも勝ち切れる試合が増えてきた。
②午後からは大同中学・高校の選手も参加したが、初日に対戦したトップ選手は来ていなかった。それらの選手を参
　加させなくてもいいと相手チームに判断されたのであれば、とても残念であり悔しく思う。やはり、最初（初日）の戦
　い方や相手に与えるインパクトが重要であると感じた。
③台湾の選手にずば抜けたスピードがあるわけではないが、動きに無駄がなく安定しているため、とても効率的なプレ
　ーをしている。また、リストの使い方が上手く、コンパクトなヒッティングができているため、打球が強く、追い込まれたと
　ころからでも凌ぐ力がある。これらの能力は、北海道の選手にも必要である。
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５．現地の環境 

１）宿泊施設 

   「第一大飯店」というホテルで、幹線道路に面した場所にあり、飲食店やコンビニエンスストア（セブ
ンイレブンやファミリーマート）なども近くにあり便利である。繁華街が近いため、人通りも多く賑やかな
場所である。ホテル内は清潔に保たれてはいるが、日本のホテルのように隅々まで清掃が行き届いて
いるわけではない。ランドリーがなく、近隣にもコインランドリーがなかったため、洗濯は手洗いで対応せ
ざるを得なかった。貴重品の管理については、部屋の金庫を利用するか、フロント横にある金庫を借
用することができた。金庫が設置されていない部屋が殆どであったため、パスポートに関してはコーチの
部屋の金庫、またはフロント横の金庫で保管し、その他の現金等の貴重品は自己管理とさせた。治
安の良い国とはいえ、部屋のドアを開けっぱなしにすることや、ノックに対して不用意にドアを開けること
は慎んだ方が良い。 

２）食事 

 主食は白飯、お粥、蒸しパンが主であ
り、ホテルの朝食では食パンも用意されて
いた。肉、魚介類から野菜までさまざまな
料理があり、基本的には過熱した料理が
多いが、魚の刺身もある。辛みの効いた
料理や、台湾ではポピュラーな調味料で
ある沙茶醤（サテソース）で味付けされ
た料理が多く、その独特な風味を苦手と
する人も多い。果物類も豊富で、伊予か
んに近いような大き目のみかんや、小さく
て甘いトマト、スイカがよく出てきた。水道

水を飲用することは控えた方が良く、市販のミネラルウォーターを購入した方が良い。吉野家やモスバ
ーガー、マクドナルドなどの日本でお馴染みの飲食店もある。台湾料理の味に好き嫌いはあるものの、
食事に関しては不自由することはない。 

３）移動 

   北海道・新千歳空港から台湾・台北桃園空港までの飛行時間は、行きと帰りで多少違うものの、
4 時間前後である。出入国審査と荷物の預けや受け取りに時間を要するため、時間に余裕を持って
行動する必要がある。台北桃園空港からホテル（第一大飯店）までは、貸し切りバスで移動し約 1
時間で到着した。 
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練習場所までは徒歩またはバスでの移動となり、大同中学・高校までは徒歩で約 10 分、成淵中
学・高校まではバスで約 10 分、台北体育館まではバスで 7～8 分であった。バスを利用するにあたっ
ても、ホテル前の幹線道路から乗車できるため便利である。 

４）言語や文化 

常時 2 人の通訳が行動を共にしてくれたので、特段不便を感じることはなかった。ホテルにおいても、
挨拶や部屋番号を伝える程度なら日本語で問題ない。飲食店やコンビニエンスストアなどでは、日本
語はほとんど通じないが、支払いなどのやり取りは身振り手振りでなんとかなる。接客は日本のように
丁寧で親切ではないが、最低限の対応はしてくれる。また、コンビニエンスストアではレジ袋が有料であ
るため、買い物にはバック等を持って行くことを推奨する。 

行動した範囲においては交通量が多く、特に二輪車（バイク及びスクーター）の数が多い。道路
は右側通行であり、車や二輪車が歩行者の間を強引に通行してくるので気を付けなければならな
い。 

５）練習環境 

大同中学・高校は 4 面、成淵中学・高校は 3 面のコートがある体育館で、天井はそれほど高くな
い。床はコンクリートの上に薄いクッションフロア（ゴム）のような柔らかい素材を敷いたようになっており、
足への衝撃は大きい。台北体育館は木製の床で天井も高く、10 面のコートが張れるバドミントン専
用の体育館であった。コート間の上
部が暗幕で仕切られており、シャト
ルが見やすいように工夫されている。
どの体育館も外靴のままでフロアに
入るため、きれいなフロア環境とは言
えない。照明は蛍光管を使用して
いるため、全体的に白っぽい空間と
なり、日本の体育館よりも少し暗め
である。また、体育施設には殆ど自
動販売機が設置されていない。事
前にコンビニエンスストア等で飲料を
購入しておく必要がある。 

６）その他 

   遠征期間中の台北の気候は、曇りや雨ですっきりしない天気が続いたが、気温は 15 度前後で、
北海道と比べると暖かくて過ごしやすい。朝晩は多少冷えるが、薄手のアウターがあれば充分である。 

   物価は日本とあまり変わらないか、多少安いくらいである。1 元（台湾ドル）＝4.32 円で換金し
たので、現地価格を約4倍して日本円に換算して買い物をした。500ｍｌ程度のドリンク類は30～
40 元（台湾ドル）で売っているので、日本円にすると 120～160 円くらいである。今回、選手の小
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遣いは 2 万円としたが、観光等もなかったので多かったように感じる。殆どの選手が換金した台湾ドル
を余していた。 

 

６．台湾選手及び指導者との交流 
25 日（金）台湾に到着してホテルチ

ェックイン後、「好記レストラン」に移動して
歓迎会を開催していただいた。中華全民
羽球發展協會會長の吳俊彥氏を始め、
副會長の賴聯旺氏など多くの関係者の
方々に出席をいただき、歓迎していただ
いた。また、28日（月）には「兄弟大飯
店」にて歓送会を開催していただき、そこ
には、3日間一緒に練習を行った大同中
学・高校の選手とコーチも参加してくれ
た。 

練習では毎回開始式を行い、協会関係者の挨拶や選手同士の握手、記念撮影を行った。台湾
選手の中には日本語の勉強をしている選手もおり、北海道の選手と仲良くなり、メールアドレスの交
換を行っている姿も見られた。 

最終日の歓送会では、北海道と台湾の選手が向かえ合わせに着席した。最初のうちはなかなか
交流できていないようだったが、時間が進むにつれて写真を撮影したり、お互いに懇親を深めている様
子だった。コーチ陣においても意見交換を行うことができ、「選手を育成するうえで大切にしていること」
を聞いたところ、「人間性」、「基礎」、「トレーニング」、「礼儀」であると教えていただいた。北海道の選
手はプレーが一定で変化に乏しく、相手の変化や場面に応じて臨機応変に対応することができていな
い。その部分においては、台湾の選手よりも経験が不足しているとのアドバイスをいただいた。 

 

７．次年度実施に向けた改善点 
   次年度も継続して実施することを前提に、より充実した海外交流事業にするため、今回の反省を

踏まえ、以下のとおり改善点を挙げる。 
 

① 練習用シャトルの持参 
今回は相手チームのノック用シャトルを借りて、ゲーム練習に入る前の基本ストロークを打ったが、

本来は自分たちで持参すべきだった。また、事前に練習日程を調整してはいたものの、海外では予
定どおりに進まないことも多い。急遽、27 日（日曜日）の午後が自分たちのみで練習することに
なったことなどを考えると、状況に応じて対応するためにも練習用のシャトルは準備しておいた方が
良い。 
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② ゲーム練習の効率的な進行 
相手チームは数名の選手でダブルスとシングルスの両方を行っており、どちらかの試合が長引くと

次の試合をコールできず、選手によって試合数や頻度にばらつきが生じた。試合のコールを台湾の
通訳の方に任せていたこともあり、そのような事態になってしまったが、北海道側もコールする順序や
対戦カードを一緒に確認しながら進行する必要がある。 

③ ユニフォーム交換等の交流 
27 日（日曜日）の午前に行った相手チームの選手たちからは、ユニフォームの交換を頼まれ、

選手同士で交換を行っていた。可能であれば、交換用のユニフォームを支給することや、記念品等
を交換またはプレゼントできるように用意することなどを検討した方が良い。 

④ 洗濯のできるホテル 
ホテルにランドリーがないことや近くにコインランドリーがないことは調査済みだったため、選手たちに

は事前に周知していた。極力洗濯をしなくて済むように多めの着替えを用意してきているようだった
が、その分荷物が多くなっていた。部屋で洗濯物を手洗いするにしても十分に洗えるわけではなく、
ホテルから外出してコインランドリーへ行くことも危険性があるため、やはりホテル内にランドリーがある
ことが望ましい。 

⑤ 観光等の異文化体験 
異文化に触れ他国を知ることは選

手の成長に大きな影響を与え、今後
世界で戦う選手を育成するうえでも大
切なことである。遠征日程や練習スケ
ジュールとの兼ね合いはあるが、現地の
名所観光や文化体験をすることを検
討しても良い。 

⑥ 遠征メンバー選考方法の見直し 
今回の海外遠征における選手選考

は、北海道選手権のダブルス 1 位、シ
ングルス 3 位入賞者としていたが、ダブ
ルス1位であってもシングルスで全道上
位に入賞していない選手は、選考メン
バーから除外する等の見直しを検討し
た方が良い。より目標が高く、且つ意
識の高い選手であることに留意し、選
手の選考をするべきである。 

 
 
【報告書作成者】 大島健史（札幌龍谷高等学校）、三上裕司（苫小牧駒澤大学）    

        吉田 仁（モア・スポーツ北海道）、石田圭大（江別市立中央中学校） 
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